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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　容器（１）と、本流体槽を塗料吹付器又はアダプタ上にセットするための装着部（３）
を有し容器（１）上にセットできる蓋体（２）と、を備え、塗料吹付器用に使用される流
体槽であって、通気開口形成用の鋭利具（６）によって開口させ得る所定の領域（５）が
、容器（１）の壁（４）上に形成され、
　容器壁（４）の他の部分より容易に開口させ得るよう上記領域（５）が形成され、
　上記領域（５）が、通気開口形成中に鋭利具（６）を案内する案内面（９ａ）によって
、他と仕切られている、
　ことを特徴とする流体槽。
【請求項２】
　請求項１記載の流体槽であって、上記領域（５）が、容器壁（４）の素材より強度が低
い素材からなり、容器壁（４）のうち当該領域（５）を取り囲む部分（４ａ）より薄く、
又はその双方に該当する膜（７）によって、形成されたことを特徴とする流体槽。
【請求項３】
　請求項１記載の流体槽であって、案内面（９ａ）が、容器壁（４）からほぼ直交方向に
屹立する中空円筒部（８）の壁（９）の内面として形成されたことを特徴とする流体槽。
【請求項４】
　請求項３記載の流体槽であって、中空円筒部（８）の壁（９）が容器（１）の内方へと
せり出たことを特徴とする流体槽。
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【請求項５】
　その周縁に少なくとも１個の凹部（１３）が設けられたシャフト（１０）と、シャフト
上にある頭部（１１）と、シャフト端部にある鋭利端（１２）と、を備え、塗料吹付器用
の塗料槽の壁（４）に通気開口を開けるのに使用され、凹部（１３）が容器壁（４）のう
ち通気開口を他と仕切る部分（４ａ）と同じ高さ位置になる深さまで本鋭利具（６）を押
し込み通気開口を形成したときに、凹部（１３）によって通気路が形成され、
　円環状の２個の受け辺（１５，１６）が、互いに間隔を置いてシャフト端部寄りに設け
られ、
　凹部（１３）のうち少なくとも１個が、シャフト長手方向沿いに少なくとも２個の受け
辺（１５，１６）間に亘るよう、好ましくはそれら受け辺（１５，１６）より外寄りに至
るよう、延びたこと、
　を特徴とする鋭利具。
【請求項６】
　請求項５記載の鋭利具であって、シャフト（１０）が円柱状であり、シャフト（１０）
の全体、又は少なくとも頭部（１１）に連なる開始端（１４）が、頭部（１１）に向かっ
て錐状に延びたことを特徴とする鋭利具。
【請求項７】
　請求項５又は６記載の鋭利具であって、凹部（１３）が、シャフト（１０）の長手方向
沿いに、シャフト長の約半分に相当する長さ（Ｈ）に亘り、延びたことを特徴とする鋭利
具。
【請求項８】
　請求項１乃至７のうち何れか一項記載の流体槽と、請求項７乃至１１のうち何れか一項
記載の鋭利具（６）と、を有する塗料吹付器用の塗料槽システム。
【請求項９】
　請求項８記載の塗料槽システムであって、鋭利具（６）が、もぎ取り式張出部（１７）
により蓋体（２）に取り付けられたことを特徴とする塗料槽システム。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、請求項１の前提要件部分に記載の通り塗料吹付器用流体槽に関し、請求項６
の前提要件部分に記載の通り塗料吹付器用塗料槽の壁部に通気開口を開けるための鋭利具
例えば釘に関し、更には流体槽及び鋭利具からなる塗料槽システムに関する。
【背景技術】
【０００２】
　請求項１の前提要件部分に記載の流体槽は、例えば特許文献１や特許文献２等の先行技
術文献によって知られる通り、プラスチック製の容器と、この容器上に置かれる容器閉蓋
用の蓋体と、蓋体上にあり本流体槽を塗料吹付器上にセット及び締結する装着手段と、を
備えるものである。本流体槽（塗料槽／塗料容器）は蓋体を下に向け上下逆さまになるよ
う塗料吹付器上にセットされるので、本流体槽内に入れた塗料は重力の作用によって下向
きに、塗料注入路を通って塗料吹付器内に流れ込むこととなる。但し、重力により塗料流
を送り出すには塗料槽内の圧力を外と等化しなければならない。そのためには、上記各文
献に記載の通り、容器床が上を向くよう塗料容器を塗料吹付器上に上下逆さまにセットし
た後に、容器床、又は容器側壁のうち容器床に近い部分に、針によって通気開口を開けれ
ばよい。
【０００３】
【特許文献１】米国特許第６３５６６８７号明細書（Ｂ１）
【特許文献２】仏国特許出願公開第２７７４９２８号明細書（Ａ）
【特許文献３】独国特許出願公開第３５２６８１９号明細書（Ａ１）
【特許文献４】スイス国特許第２０３６６８号明細書（Ａ）
【特許文献５】仏国特許出願公開第２５７０１４０号明細書（Ａ）
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【特許文献６】独国特許出願公開第８０２４８２９．９号明細書（Ａ１）
【特許文献７】国際公開第０１／１２３３７号パンフレット（Ａ）
【特許文献８】米国特許第４９４６０７５号明細書（Ａ）
【特許文献９】西独国実用新案第８９０５６８１．７号明細書（Ｕ）
【特許文献１０】米国特許第４２１０２６３号明細書（Ａ）
【特許文献１１】国際公開第０３／０４５５７５号パンフレット（Ａ）
【発明の開示】
【発明が解決しようとする課題】
【０００４】
　まず、容器壁に通気開口を形成するには別体の鋭利具例えば針や釘が必要になるが、こ
うした道具がいつでも手近にあるとは限らない。次に、容器壁は一般に硬質プラスチック
製であるから、それなりの道具を用いたとしても、容器壁に孔を開けるのはなかなか容易
でない。加えて、容器壁の打抜によって塗料槽内塗料中にプラスチック片乃至部品が落入
してしまう可能性もある。
【０００５】
　これら、既知流体槽に係る不具合に鑑み、本発明は、流体槽の容器壁に単純、迅速且つ
簡便に通気開口を形成でき、しかも流体槽内にプラスチック片乃至部品が入り込みようが
ない塗料吹付器用塗料槽システムを実現することを目的とする。
【課題を解決するための手段】
【０００６】
　この目的は、請求項１に記載の特徴を有する流体槽、請求項６に記載の特徴を有する鋭
利具例えば釘、並びに請求項１に係る流体槽及び請求項６に係る鋭利具を有する塗料槽シ
ステムによって、達成される。従属形式の請求項２～５及び請求項７～１０に記載されて
いるのは、流体槽乃至鋭利具の実施形態であって特に有益なものである。従属形式の請求
項１１及び１２は、流体槽及び鋭利具を備える塗料槽システムに関するものである。
【発明を実施するための最良の形態】
【０００７】
　以下、本発明について、その実施形態を示す別紙図面を参照しつつより詳細に説明する
。
【０００８】
　図１に塗料吹付器用流体槽を示す。この流体槽は、容器１と、この容器１に捩って取り
付けられるようネジ山１８を有する蓋体２とを備えており、塗料吹付器上にセットすると
きにはこの図に示した姿勢、即ち蓋体２の上面を下に向けた姿勢とする。蓋体２の上面に
は吐出開口２０付の吐出ポート１９があり、この吐出ポート１９の外面上には、本流体槽
を塗料吹付器上にセット及び締結するのに使用する装着部３が形成されている。塗料吹付
器と流体槽の間にアダプタがある場合は、装着部３によって本流体槽をそのアダプタ上に
セット及び締結する。図示例における装着部３は塗料吹付器側の装着部と相応するようネ
ジ山２１及び楔状溝２２を有しており、そのうちネジ山２１は塗料吹付器側の内面ネジ山
と噛み合うよう、また楔状溝２２は塗料吹付器側の脚がこれに嵌り込むこととなるよう、
設けられている。
【０００９】
　容器１は椀状であり、円形の容器床と、容器の糸底から上向きにやや錐をなして延びる
側壁とを有している。図中、参照符号４で表されているのは容器床又は側壁を形成してい
る容器壁であり、この容器壁４は注型プロセスにより一体プラスチック片として製造され
ている。容器１の糸底内方にあり後に通気開口形成部となる所定の領域５は、この容器壁
４の一部分４ａによって取り囲まれている。領域５は、片側から見るとその周りの部分４
ａより薄い膜７として形成されており、逆側から見ると、後の通気開口形成時に鋭利具を
案内する案内面９ａによって他から仕切られている。この模式的図示例における案内面９
ａは、容器壁４からほぼ直交方向に屹立している中空円筒部８の壁９の内面によって実現
されている。これら、中空円筒部８及びその管状の壁９と、中空円筒部８においてほぼそ
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の底面の一角を占める膜７は、図１中の細部構成図Ｕから看取することができる。
【００１０】
　更に、流体槽の糸底には、容器壁４から外向きに出っ張るように２個の中空円筒部２９
及び３０が形成されている。
【００１１】
　蓋体２には釘６及び封止キャップ２４が取り付けられている。この取付に用いられてい
るもぎ取り式張出部１７及び２３は、道具の助け無く手だけで蓋体２から釘６及び封止キ
ャップ２４をもぎ取れる故意破断可能ポイントとして形成されている。封止キャップ２４
は蓋体２の開口２０を閉止するのに使用され、釘６は容器壁４の通気開口形成部５に通気
開口を形成するのに使用される。
【００１２】
　釘６は、その側面図（図１中の細部構成図Ｙ）及び断面図（図２）にある通り、円柱状
のシャフト１０と、その一端に設けられた頭部１１とを有している。シャフト１０の開始
部１４即ち頭部１１につながる端は頭部１１に向かって錐状に延び拡がっており、他端即
ち自由端２５には傾斜が付けられそれによって鋭利端１２が形成されている。自由端２５
寄りの部分におけるシャフト直径は、流体槽の床上に位置する中空円筒部８の内径に相応
している。シャフト１０の中寄り部分の周縁には、直径方向に沿って互いに差し向かいに
なるよう２個の凹部１３が設けられている。シャフト１０には更に、シャフト１０の他の
部分よりも僅かに小径の環状溝２６がシャフト１０を取り巻くように設けられており（図
３ｃ参照）、この環状溝２６によって、シャフト１０の端部寄りに従って互いに間隔をお
いて、放射状の２個の受け辺１５及び１６が形成されている。図１中の細部構成図Ｙに示
されているように、凹部１３は、シャフト長手方向に沿っておよそシャフト長の半分程に
亘り、且つ受け辺１５及び１６双方を通り抜けるように、延びている。
【００１３】
　本流体槽及びその釘６からなる塗料槽システムは、次のようにして使用される。
【００１４】
　まず、その糸底が下になるよう容器１をセットし、蓋体２を捩って取り外した上で、容
器１を塗料で満たす。それを終えたら、その上に蓋体２を捩って取り付けることで容器１
に封をし、更にその容器１を裏返して塗料吹付器上に載せる。次いで、蓋体２からもぎ取
った釘６の助けを借りて、容器壁４上の所定領域５内に通気開口を開ける。このとき、釘
６の鋭利端１２が膜７を押し貫いてこれを引き裂き、容器内方へとせり出している中空円
筒部８の壁９がシャフト１０を案内する。釘６はこうして容器内に入っていく。
【００１５】
　この後、容器内方に向けて更に釘６を押し込む。釘６は、図３ｃに示すように、容器内
における下側の受け辺１６の高さが中空円筒部８の下側の辺２７のそれに合い、また上側
の受け辺１５が中空円筒部８の上側の辺２８に接触するまで進む。その結果、容器壁４の
うち開通済通気開口の壁となっている部分４ａと同じ高さに凹部１３が位置することとな
り、従って図３ｂに示すように凹部１３により通気路が形成されるため、容器内部の圧力
と容器周囲の圧力とを等化することができる。
【００１６】
　上側の受け辺１５の役割は、釘６が容器内に更に滑入するのを防ぐことにある。無論、
重力以外の外力が加わると釘が更に容器内へと滑入し通気路が釘により閉止されるであろ
うが、そうでない自然な状態で釘６が容器内に滑入できるのは、高々、図３ｃに示すよう
に上側の受け辺１５が中空円筒部８の上側の辺２８に接するまでである。また、容器１を
裏返した状態では、釘６が容器内から滑落できるのは高々下側の受け辺１６が中空円筒部
８の下側の辺２７に接するまでであるので、釘６が通気開口から滑落することが下側の受
け辺１６により同様の仕組みで防止される。
【００１７】
　塗装工程を終えた後は、釘６を容器開口内へと更に押し込み、図３ａに示すように頭部
１１の下面を中空円筒部８の上側の辺２８と接触させることによって、通気開口を閉止す
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ることができる。この状態では、中空円筒部８の上寄り部分の中に円錐状のシャフト開始
部１４が嵌り込んでこれを詰まらせているので、図３ａに示すように通気開口が閉ざされ
ることとなる。
【００１８】
　既知塗料槽システムとの対比で述べると、本実施形態の特徴は、釘６なる形態を採る鋭
利具によって簡単に、流体槽に通気開口を開けることができることである。その際、容器
内方に案内面がせり出していることや、膜７が薄くて鋭利具により容易に開口させ得るこ
と等から、流体槽の容器壁のうち通気開口を形成する部分として画定、形成されている部
分に、従来より簡単に開口を形成することができる。
【図面の簡単な説明】
【００１９】
【図１】容器及びこの容器上に置かれる蓋体を備える流体槽の側面をその細部構成（Ｘ，
Ｕ，Ｙ，Ｚ）と共に示す図である。
【図２】図１中の細部構成図Ｙに示した釘の断面図であり、特に図２ａはその紙面沿い断
面を、図２ｂはその紙面直交方向断面を、それぞれ示す図である。
【図３】図１中の細部構成図Ｕにおける釘及び容器壁、特に釘により開口が形成された部
分を状態別に示す図であり、図３ａ及び図３ｂは断面図、図３ｃは部分断面図である。

【図１】

【図２】

【図３】
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